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凍知の如くBHCの鵜性恥のうちで)J鼎性H跡 礼が

酎 コな敬軸力を有し他の4動射水の殴出力は殆ど関越

とならぬ程小さい.これが如何なる埋伽こ基くもので

あるかは朋 E迄の所全くイ潮 であるO我 は々 ).-BfrC

を詔に塩素化を拭みた場合如1何なる物質が得られるか

といふ晶 ヨfF.びに得られた物照及び奴知の monoch-

1orobenzenehcxachlr)ride,dichlorobcnzenchexとい

chkl.idQの各典性伸が州IiJなる硯虫動力を有するかと

いふ点を明らかにする富に木研究を行つ恥

部も我々は BHC,の粗動F'よ耶沌粋に即棚した､)-

批ICを醐叶として之なか卿 ヒ貌素に溶解し3種の娘

で蝶ニ礁件で塩素ガス教祖大した研極めて谷Blに粘来日J,

を受ける餌を知ったo即ち反聴(A)ではT-BHCは光

条に酬 J,して堪り反聴(B)では後逸の rlBHC､の戎布

が細められ反鶴(C)では的中敦の来反臆 T-BHCが回

収郎 1允 (rll:able1)｡胤乾性 成物は極めて粗銅な弓仲沢

軌で結晶が侍られない｡そこで之準の物質の劫は分別

瀞脚を待つ'7:数潮分に分倒した後夫 々の溜馴こつい-こ

･ポーラFIQ'lラムを撮り叉あるものについては堀莱含有

鹿を分析したdその時栄之等の溜馴わたとLて CtiH占

C17,CliH.1ClSの批含物から成って庶ざる革が糾明したO

之尊の物密の翻齢 現斑研兜中で氾つ欄 を肝かる予(,'ii

であるO

次にこの7,-BI-lC塩素化反触T:服 も脱力な楯[･Jf./ご塩

素イヒした勘合の反臆生成物中にはポトラ｡ダブ フr伽こ

も早 )′叫B比C の布瓜ま諌められなかったので この物

質を分溜した4酢 タについて殺虫釈放な行か 7･-m-IC

嘩教化物の効力を扶兜したO -肇 morlOC叫 robcn-

盗色ne,0-及びp-dichh 10honzcllCよりLi潤 したmnno･

chloroberはCnehcxachbfide,dichlorobeflZ:eneht3⊥

xachlol･idci'の粗混合物について は 既に改虫網畝を打

て坪すれ抽 宅効で轟,る覇をjLT-.･したが,望J常に純晶について

の効力を砥ある矧 二 相-及び/I,I-hepはC･hlorocyじlohc･

Ⅹ抑C*､可ミ0-0拙い 及び 世p-octachlorocyGlohQXa.PC

如 観の化合物を十 刺 繍 ㌧て得た姉御こ就瑚:lj時に
投出拭勘を行ったO.

以上8積量及び比較対蝿の旭のγ-Bf‡Cの計9校の物

こついて殺虫開放を行ったが,兜づ予備試験として

7 ダマタアブラムシ (ToxoPlel･ai･ll･icolaM.)蕊

ぴダ.イコンサJt'-ムシ (PTwedm'Twas∫這':aliA晶)に

ついて噴掛 放射 チった附吋れに対してもrJ3tIC以

外の物矧ま殆ど叉は驚く無効である軸が刑IJ3したO蛍

に之を綱 tJ7に検討する接にイェパ叫こ対かる殺虫翫蛤

を行ったQ元来イ二-てェほ種々のIR燃及び合成物費の

故山試験に梯準供訳出として取上げられ rccトGrtIdy

望払 ttll.ntable法等に伐って釈放さ町 こ尉るo我々は

当耶兜卦だ長i囲fj背を続けLL:氷た イエバエ (MIISla

'lo"LeStit:ai.)醐押 turntitble淡に頬似LLi,ニ粒倍

を用ひて花物狩の酒精溶椛3ccな噴顕し10''JL後に供拭

山馴 受用して.2堀 川後の戯柁準を離 )1:=O 羊の際 ',-
T汁ICは 0･00035,0.OOCIr),O.001,Ll.O.1コ】11g/ccの 4

洩姥を托J恥 他の白物矧 まO.ltllJ,O･拘 0,5,1･Omgr/cc
ち

の4洩姥を用ひた(TぬTeti)Oその鯨取7′ふBHCのみ

桐窮めて強力な殺虫助力を有するが旭の日独域は殆ど
大差が泡められず yLBHCに比して菟かに効力が解り一

殆ど無効である覇が刈明した,

繁 藤

I.追認Cの埴鰍 ヒ:兜づ僻料の〉-BHCは BllCの柑

混糾動より鞘椿を紐返しで悶た執成 111-ll)･0の絶品
を使用したO大判抽扱桝こ水飴晶l(Jgを操り十分粘鵜

したIILl塩化粧料.aOgに癖併し冷却恥 沌鑑別及び塩素

時人碑を附した屯のを好況水溶押 目こ入れたd艦素は

ポyベ入りの矧昨塩粟を水洗後強統轄竹放水LpC使用

した戒 魔は釣った堆件や三園行った(T砧lel.A.B,C)O

(日 夜席Å:展観液温を4附こ保や,直射日華に曝しり

通ゝ牒に柁焼塩密を通人すると反鳳開始涯後や 欄ゝ度

が｣滞する04崎間中観楽を通人した後脚艦化lAbki異変

氾ふ蛸 畑瑚なやLに潤したき軸物 'Igむ得た｡この物'tj:
のポーラT,グラムな新 た桝FigユのAlの様な波をfI三
じたOこの淡から木皮魔に於では?′-B王すCの拷伴性殆

ど親められず全部劉 ヒを熟ナたものと考へられる｡次

にこの物思の減圧葦潮を行ひF-1-4の4溜馴こ分倒

したO之等の潮分のポーラIt'/ラムは Fi宮2のF-1-

4の 通 りであるOこれに係れば F-i-3は殆ど同-の

納 本 研 究を朽ふに当1)多米の御撰助恕賜った当研究蛮
流 況 純 米,中川弘弟,井上政子,岡琴曲の隙氏に心か
ら御他 申上げるO 小

蛸 l9-hept耶hlorocy舶 hcx的¢tl)存廃,は現泰甚だ溌
問満感れるので革邪険には之を省略やる執こしたO

軸
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鉱僻を,-i';LF-4のみや 針ゝ )た披形をil';した｡この くiii)瓦腐C:fヨ北田･Jl l一泡 姥 3 9 0 で 5 分 捌 塩 素 潤 入

部か仁,水風損巨.成物中には少くとも瑚Tiの物質が含ま lO離 婚.JJZl.掛tilし め た 後 庶 聴 B 同 様 に 塩 弧 凹 尉 ヒ

れてる粥が泡腰 される｡-･IJjJ式凍 銅Ifiri･の分析の粕異 説 を 追 ふ ｡ 本 物 曙 の ポ - タ ロ グ ラ ム は F ig ･ 1 の C ←

'nlbltt1. Chlorhla ti(m .o f )I - B li C

Rc批ti()ll
IllElrk

席Rtt<lCti()血timewith
chl｡riJle ･

4.5hrs.

(irltl･OductBdalltinle)

introducedforli:imins.

unin汁oducedfor15mins.

Iintroducedf()r5min§.

unh tl･0dueedfol暮10ming.

tcmpCratul'C

l一言 信 ､払
V ilC u llm d istlh ltio ll
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I45-50/4him
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lGtt3-73/8mm
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lF ).'ト /紬1m

CdrIβC17と(1¢114C18のt寸晒匪僻をかしではるから

(tlHITLICい C175･ISR%;er,tI.ICIS:e17舶5/qp'川ep･

t【とIChlorocyclohexaneと｡cfachlo畑CyClr)hexanetの

混合物と考へられる占

(ii)茨席B.'反頗時間を短舶し日光憶射下で政利液

悦を卿 に株も瓶第通人5分徒流人を中止しrl分放臆す

一td.る覇を3圃繰越し食討30分剛度膿を行ったOこの際脱

皮は450迄上it･し民倣中盛んに嘲捜ガスと敵はれる鞘

弛む見たQ反廠終了後噂鵜!.f叩 溶解塩素及び四噂化淡

菜を聯去し践滑油洗物のポ-タロがラムを撮った｡

(FigLl,a,tc,之に伐って鰍こ可成り反鷹が進行し,大

部分の7-BIrrC棟牧翼イヒ港驚けてこ厨る事を知Y=,た｡東

に本物駕瑚 戎庶務溜な行ふと党づ少温(004g)の%L･華

廟 晶を絹,之が来底燈す淵 HCである餌を馳施したO

Ov
Fig-lAPolarograms.ofChloriqatcdProducts

of).-BHC L,/
00

るo柑相当数の未見蜘 ･一･BliCが鍔存すると考で＼ら

七が 爾 lけ る′と給晶(mp･77-批o)を析出し閏紬

紙料 .粕 わr-BHCをirfJ･即した?本皮腰では約中温

y--BHCが東庄腰と登へられる.

Fig.2,PolnrogralnSOf･4FractionsofReaction

2.･monochlol･ObenZ:C1lehexachlor組C,及び(a

ohlorobeふzenehexaohlofi舶 異性体 :α十及び

heptachlorocyclohcxal岬 (- 及び)′-hepta)は m

michlorobenzeneの塩索仰)に伐って,o⊥octachl

rocyclohexane(oTOCta)は I･‡ne-JSS,ermarln4日=穐

て合成した O-dichlolObenzcn色(bp･178-ユ790)の

紫化6)に伐って,叉 匪p-octachlorocyclohe濫ane(

octa)は p-dichlofoben神le(mp53q)の鶴来化6日

伐って得たもので耽 が々党にそれ等の分子構泣肝

際に位相した屯のと阿-である067)朝 湖 の払･･ゝ
性質を訳すとrl'able2.の様である｡
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TabI.C乱 Properticsof沖 pta-.andOcta-血10-

rocyclohexane

3.殺虫桝凝壌宜 :Campbellの考案した turntable

望如明 の々試晩に最も好都合と考へたので之と極めて

親似した艶故を考廉して使用した. その実換装紀は

鴨 .3の通りであるO(A)は内径20･:5°m,苫さ 43･5

cm,内揮約 16181,の肉厚ガラス言馴Lj筒でその上部に

圃司じくガラス旗でrrl欠に鑑2cmの孔を有ずる円板

があt),･r-I潤 と門板の間にはゴム製バツキゾがを挑ん

でおく｡(B)の斜線部は木製の架台でその上部は弗に

円形に切抜かれた(E)板と(F)棟とから成つでm'･F),

(ht)癌上にガラ･zJlj筒(A)をのせ(E)板と(F)坂の園に

は(C)のガラス板が盤

執即 して磨蝉 I出し自

在となって磨る｡(D)

は金網艶の葺なした毎

ユ5cm,高さ4crnのぺ

.トリ肌でコやヰバyドで

架台に画着する棟に吊

まけLで居る0

4･拭額方法 :光づ適

当な塊距の各物質の御

E粕溶液を調製 L-こね

FくO嘩開虫はヨW.兜畠
で長平飼育し続けて束

た イi バ .lL(jlItlsrt7

dt)me.m'caLA)をmひ

たD.羽化後4-5日の

成虫を集め301鞘言渡を

(D)のペトリ皿に移し

金網蓋をして定位斑に

rnしくQ)のガラ五枚恕

差込んで放き円筒上部

の孔からピペツ1･に碇

･つた酒粕溶液5ccを約

20が y ドの加圧下に?,

プレーガyでllヨ構内に

噴轟する(約5秒を箪

す)O噴霧終了と称呼に

孔に稔 をす る主脚こ

:3 ･ A p b a r a t u s I () r lnsecticidalT鮮tS

節 15鮮

(C).のガラ7,板を引出して眺訳出を喰轟に曝すOこの

漂リ0分間放散した後ぺト川Lを塀はづして供訳出を

別の辞滑に移す.飼料を異へ約300の棺温熟こ24時間

故記した後を･の頚椎状況を観察する0番供訳物質の犬

の々漉姥について三回宛即ち的lOO湛宛の供鮮血を耶

ひて訊放した｡

5･就鹸結果 :今回は容供鞘勿質の敦藩 F率は取銀せ

ず致死率のみ記鎖した｡γ-BHCについては 0.000弧

0･0005,0･00ユ及び 0･OOgm宮/CCの4j鄭酌こついて他

の8供拭物質は何れも0･t汎 0･乳 0.5及び1･Omg/cc

の4段階を用ひて粥放した｡ (但し匹p-octaは 0.5

mg/cc以上酒精に不溶の招1･Om執rccの段階を省略し

たo)釈験抽紫から致柁準の算凹に当っては nbbotの

式に伐って修正を行ったOその相異はTable3に赦す

漁りである｡

Table3･ToxicityofCh一orinatedComュ)Ounds

()IBHCagainsHiouseflies

(Killin24hl･S,perCent)

nl琴/cci緑可 F車中一昭㌻儲AIooc-t.JIS'cpla

次に紳輔こ致死率の Probitを取り横軸こ洩姥の対

敵を取って図計ヨてるとFig･4-6の機になる｡但しこ

れは Blissが行った機に群細な計辞を符?たのtrCrはな

く大体の傾向を知る総のものであるb

b仰Cムー州1｡..叩rr,
0.0日tはb rLODt)か 0.001 0.0鳩

二
qp↑仏
LLt
Cコ
巳
..LT:-i

Kilt
pw
centaf芯

.IO

帥

叫

.a.6_ _a.3 .ち,也
C仰bELnt.l一丸もiorlinl｡色相itlmzI

Fig,4.7r-BI-IC

i*飼育攻城儀件はゴ蜘こ長沢串の細べた折と流体同-で

あ訂が今旭は都命に陳13幼虫の飼育に摘発の代13に定

勝報を供用し潅o

tJl
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何れも亦殆ど助力をTT-tLで居ないa之等D

｡o 物は大々 mOnOChlorobenrAerle,0こ及び p-dichl

cE'nC州的･RtiorりnlT)LT'ELfTLu】TrtB

Fig.5,ChlorinatedPl･oductsofラ,-BHC
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草凄及び結納

(1)光づ滞一に γ-BliC は梅めて辞易に艦芸断絶

矧する掛軸 る戚 々の発陵では円光寓恥 洩腔●練 ･6-

15分塩棄通人後15分間放思する執こ撲って大部分の

㍗-BIICが塩素化を受け,4嶋昭博流入の反膝で畔栄

反腰γ-BHCが発く醜めらjLない都がポーラTTグラフ

的にも生物学的にも棟祝された｡我 は々熔城とLr匹Ⅰ

塩化翼素を使用したが一般に bellj=eneと櫨紫の反腰

に於でもそPI'麻仲の如何に伐っては鵠成した 7,-BHC

が艶に敬譲化を受ける覇が者へられるO従つ7:13HC
エ発動馴 1に存在する通常的呪物と僻朗 Lで解るもの

は勿翰γ-BHCも幣け込んで摺るでありうが.恐らく之

尊の過勘 ヒ物が虫成分であららと考へられるO

葎)次にこの1,-BllC塩素化物の殺虫釈放の紬巣4

榊馴 らその効力はγ-B.TICに比較して敦(岡掛こなら

ぬ柊然り雫I.i,;･る却榊 摘 した.那 :･ユ-3とF一生の殺

虫力に少し差がある執まが-ラTコグーラフ的TJ.I,日免と-.漉

して屠る｡木靴吸粍声BHCの現在を表別しこ覇も弧く

職業化したものに?いて拭鹸Lたが,他の場合も7.-
BHCを究斜こ除虫すれば之噂も蘭効と考へ厨 LるO

叉このつ′-BHC塩莱化勧去来だC｡JJGCI冒,cL通｡C18
等の温合挽でそれ等の純晶の凝離に現在努力中である

がそれ等も赤岡棟に殺虫効力を有しないと考へられるO

～(朗 かhepta,)叫h母pta,0-OCtn.J'1-㌢OCt爪の連動忠

Ul

robcnz.cncより合成したものであるが我 が々光に

た機に之等の化合物は α誹 ,&及び EJ3HC の

物の虫成分をなして尉るo従って之等のBHCの塊

化を行つでも大部分圃 璃効物質で占められる射こな

(4)糊機にBHCの塩化物は何れも殆ど役血執

着しないO従つこBIICの工業的梨潜の場合に虫

た7ノーBHCは成るべく迎かに反腰帯外に破りtHして

に塩素と反聴しない様に工夫すべきである｡
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Risume

WhenChlol･inegetsisintroducedintocarbo

tetl･aChloridesolutionofpure㍗-BHCundeILt

directslユr11ight,./-BHCischlorinatedveryBasil

ThetreactionproductsareveryviscoLiSOilal

fromtheresultsofelcmentalanalysisandpolal-O

1･aphyithese productsarechieflyhmixt･ul･BS

hep如卜andocta.chlorocycJohexane.(Table,1,a

Fig･ユ)Ontheotherhand,isomersofheJ,ta･a

octa･chlol･OCyClohexaneweresynthesi苫edpure

･lndphy貞icalpropertiesofthem ar¢show
Tabl¢2.

Thenwetestedtheirltecticidalactivities

followingmaterialsagainsthouseflies(Musca

met2'cai.):

fourfl･actiorlS｡fabovechlorinatOd

of,/,-B‖C(F-I-W･actionsshowpnin

訊1-d Fig･2); Eh h bp伽 hlor oP yclohe血 e‥
㍗-heptachlol10CyCIohexan¢; O-oc伽hlorocy.

hexftnG;針p-octachlol･OCyClohOXane;y-BHC

Th色t郎tingmethodwhichwOused,ismodi

edttlrllt砧 lem如hodanditsapparutusiSSho

inやig.3. Inth弼 teStSOnly7ノーB由C

effectiveandchlQrinfltedproductsqf㍗-BHCa
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bthe去 hi.qh chlol･inated'compoundswpere 壬111

ineffective(Table:3andFig･Ll～(3),

Frorrlthes81･eSults,ItisdesirableiI一thcteclト

泊加Iprep氏rationthat㍗-BHCwhichisproduced

from bcnzcnc andchlorine,shoukHjeremOWd

fllDm therぬctic･nsyStcm as,soollnSP｡SSiblcto

OvoidfuL.therchl()rination.
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16･BHC無効成分の利用に蘭す る研究

中島稔,樋 口幹 涼;野寵孝弘 杉浦肇

BHCは我閥に於で極めて惑封な農幣であるが洩念

乍ら現fEの桝BI.IC呈挺故の隙の γ動性体の埴挙措恐 く

約12.%'醗度である｡BHCを農粟として使用する場合

不純桝 けら生ずる鬼気或は燕常等の点から考えでも出

来る限り7′体含塵の商い BHCを機肝 '3-る覇が望まし

い｡このためには工業製品のBI-TCを粘難しでr体以

外の無効成分を除かなければならないO此所に放て鞘

胡操作に伐E)蝕じたBHC無効成分を如抑 こ利用する

かと云う執 まBHC工業にとり梯めて深安な問題であ

る｡

BfrC無効成分や朝田に粍種々な方淡が考えられる

が本鞘では童として BHC撫劾成分 から 2,4,Fl-tri-

chlorophenoxyaceticacid(2,4,･57で)の製造法を研究

し叉広避殺菌剤 として 報拝された 2,4,5-trichloro-

phellylacetatc(1)及び zinc-9,4かtrichlorophcnate(空)

を屯倉成した｡2,Iも,5-Tは2,4-D と射 こ澱近除革別と

して極めて寵野性を増 して来た物質である｡2,4-Dは

その原料として石果敢を必野 とするが工業塀甲 として

溺婁な石盤酸を使用する代E)にBHC無効成分を利用

胸鋸 だ跡 こ好都合で奉る｡叉 如,巧-Tの除草効果は

噂2･4J)と同程度で港木琴には寧ろ2郎 -Tの方が有

効であるとまわれて摺るO串に就ては BHC無効成分

かち合成した2,も5-T

を使用して水田除草に

対やる2,4-Dとの比校

釈敵を行われた植木既

の朝鮮9)を参照即 し旋

い｡
,BHC は熱又はア

p･カ.)に依 t)容易に3rClr
分子の塩酸が股離して

1,2.4-trichloroben宅e_

ne(I)になる｡之より

す馴こぼ二万法

られる9その-
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弼 櫛 ⅤⅠⅠ)

(京都大学 段数化学肝兜鴎)25.5L31受取

つは trichloroben七はneをエトp化し2,4J3-trichlol･0 -

nilrobenT･CnCL(ⅠⅠ)を合成 し之を濃元して 2.4,[)-tri-

chlol･Oaniline(TIIJ)とし,之をdia紬化し熟 こ分附して

2,4かtrichlorophenol(V)を合成する方政一鴫 る｡難

望の方散は tr.ichlol･oben7･eneを塩蘇化して 1,2,もFJ-
tetrachlorobeFIZene(工Ⅴ)を倉成し之を加放下で7ル

カ･)と加熱して tricttlor.ophen〔}lを合成する方弘で

ある｡妨2法は約1淡に比校して加圧下で分胴せねば

ならない不位があるがその使用する燕晶及び聴覚等の

点から考えると雛2淡の方がコニ報的に滋かに市制であ

ると考えらjLるO晃鮮2牧野費噂 でお宅加圧操作を避

けるた桝こ glycerineを俸緋 とし嵩泡で別 田 滝部

-に成功したが磯 池の切創 こぼ諦 cerineに代る臓

当な借株を考える必欝があるO

/尭 瞭

1.I,2,4-TrichlorobellZene(I)の製法 ,

机).BI･ICのアルh1)分耶 ;㌢BHCを潤酷使アルカリ

と熟して Ll,2,4-trichloroben戸川eを合成する方散は

己に多 くの報鞘があるので木報では酒柵を根付せず

NaOH水師 を及び固釈NaOHで分解する分粒を報常

､するQ

i)NaOH)楢 椛に嘩る方法 :湖 iC無動成別 泰と
0C群2COOH
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